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 This essay is intended to analyze the current state of UN peace operations by 
looking at the Report of the High-level Independent Panel on Peace Operations (HIPPO). 
The essay argues that the key messages of the HIPPO Report, primacy of politics and 
stronger partnership, even if less innovative, should be regarded as important reflections 
of contemporary international peace operations in the 21st century, the age of the War on 
Terror. In the end UN peace operations need to find their roles in international society by 
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国連創設 70 周年の節目に当たり、2015 年は
国連の活動の政策的枠組みを定めるための重
要文書がいくつか作成された。持続可能な開発





























                                                   
1  目標 16 が、平和構築系の目標で「 Promote 
Peaceful and inclusive societies for sustainable 
development, provide access to justice for all and 
build effective, accountable and inclusive 







ていかなければならない（Politics must drive 




ていかなければならない（The full spectrum of 
United Nations peace operations must be 
used more flexibly to respond to changing 
needs on the ground）。 
第三に、さらに強力でいっそう包括的な平和
と安全のためのパートナーシップが将来には
必要である（A stronger, more inclusive peace 





（ The United Nations Secretariat must 
become more field-focused and United 







2 “Report of the High-level Independent Panel on 
Peace Operations on Uniting out Strengths for 
Peace: Politics, Partnership and Peace,” UN 
Document A/70/95 – S/2015/446, p. 10. 
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3 Ibid., pp. 17-18. 




































































て 10 年がたったところで、しかしまだ 9・11 テ
                                                   
4 Ibid., pp. 26-27. 
5 United Nations, “Report of the Panel on United 
Nations Peace Operations,” UN Document, 
A/55/305 -S/2000/809, 21 August 2000.  
6  See, for instance, United Nations, “United 

































Guidelines”, Department of Peacekeeping 
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英朗「国際平和活動における『法の支配』の確立：ボ
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9 EU “Ongoing Missions and Operations” 
<http://www.eeas.europa.eu/csdp/missions-and-
operations/index_en.htm>; NATO, “Operations 
and Missions: Past and Present” 
<http://www.nato.int/cps/en/natohq/topics_52060.
htm>; OSCE “Field Operations” 
<http://www.osce.org/where>. 
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ン と 呼 ば れ る UNAMID （ African 






た MINUSMA （ United Nations 
Multidimensional Integrated Stabilization 
Mission in Mali）は、 ECOWAS が組織した
AFISMA（African-led International Support 
Mission to Mali）の活動を継承して設立された
ものである。 MINUSCA （ United Nations 
Multidimensional Integrated Stabilization 
Mission in the Central African Republic）は、
AU による MISCA（Mission internationale de 
soutien à la Centrafrique sous conduite 
africaine）の機能を継承して設立された。ソマ
リアでは国連PKOの展開が果たされないまま、























































































































































                                                   
10 “Report of the High-level Independent Panel on 
Peace Operations on Uniting out Strengths for 


































11 Ibid., pp. 37-38. 
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13 Ibid., p. 13. 
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ればならないのは、2015 年 4 月に公表されて
いた事務総長報告書『Partnering for Peace: 
Moving towards Partnership Peacekeeping』
（以下『パートナーシップ報告書』）である。こ
                                                   
14  “Partnering for Peace: Moving towards 



































Secretary-General,” UN Document, S/2015/229, 1 
April 2015, p. 17. 
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2015 年の国連創設 70 周年の節目に公表された
国連の政策文書を取り上げてみていくことに
よって、現代世界の変化の中で国連平和活動が
どのような特徴を持ってきているのかを確認
する作業を行った。そこで重要な認識として特
筆されたのは、政治の卓越性と、地域機構との
パートナーシップの重要性であった。
 本稿はこれらの認識が強調される背景には、
21 世紀の「対テロ戦争」の時代の中で翻弄され
る国連平和活動の現状があると指摘した。より
新しい文脈で一層政治的背景に敏感になって
活動していくのでなければ、国連平和活動とい
えども「対テロ戦争」の荒波の中で埋没してし
まう。時代の流れの中で役割を見出すためには、
国連平和活動の限界を悟りながら、地域機構と
の分業・協働の体制を促進したりする多角的な
方法で、活動の可能性を広げていく努力を続け
なければならない。 
国連平和活動が何であって、どんなものでな
ければならないか、という原則論を語り合う雰
囲気は、現代では相対的に希薄になってきてい
る。むしろ存在意義を失わないために、より政
治的になって柔軟に活動領域を見定め、他の機
関との連携の方法を模索していくことが必須
だと考えられているのである。 
本稿は、こうした現状を明らかにすることを
中心に議論を進めたため、より具体的な事例の
検討などを行うことはまではしなかった。ある
いは政治的文脈それ自体を国際政治の観点か
ら再検討する作業も十分には行えなかった。そ
うした作業は、あらためて別の機会に進めてい
くことにしたい。 
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